
内
自
給
率
は
50
％
を
切
っ
た
。
日
本
の
消

費
者
の
嗜
好
に
あ
っ
た
美
味
し
い
豚
肉
を

増
や
す
た
め
、
種
豚
の
品
種
改
良
が
必
要

だ
。
ま
た
、
生
産
性
を
上
げ
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
図
る
こ
と
が
養
豚
業
界
の
課
題
に
な

っ
て
い
る
。
輸
入
圧
力
が
強
ま
っ
て
い
る

中
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
人

工
授
精
の
普
及
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

豚
の
肉
質
の
50
％
は
遺
伝
（
原
種
豚
）

で
決
定
さ
れ
る
。
残
り
25
％
が
餌
、
25
％

が
環
境
要
因
で
決
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、

種
豚
の
改
良
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
優
れ
た
遺
伝
子
を
持
つ
原
種
の

ス
ト
ッ
ク
を
増
や
す
と
同
時
に
、
人
工
授

精
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
人
工
授
精

の
場
合
、
1
回
の
射
精
か
ら
10
回
分
の
人

工
授
精
用
精
液
を
採
取
で
き
る
か
ら
、
自

然
交
配
よ
り
10
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
種
豚
改

良
を
進
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
は
人

工
授
精
の
普
及
が
遅
れ
て
い
る
。

養
豚
先
進
国
の
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
人
工

授
精
の
普
及
率
は
90
％
で
あ
る
。
ド
イ
ツ

や
フ
ラ
ン
ス
も
高
い（
表
1
）。欧
州
は
隣
国

同
士
で
、
輸
出
向
け
の
豚
肉
の
開
発
競
争

が
激
し
い
た
め
、
種
豚
改
良
に
効
果
的
な

人
工
授
精
が
国
策
と
し
て
推
進
さ
れ
た
。

近
年
は
各
国
80
％
以
上
の
普
及
率
で
あ
る

（
イ
ギ
リ
ス
と
デ
ン
マ
ー
ク
は
小
規
模
農

場
が
多
い
せ
い
か
、
普
及
率
が
低
い
）。

日
本
も
、
1
9
6
0
年
代
後
半
に
は
人

工
受
精
の
普
及
率
が
25
％
く
ら
い
に
達
し
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富
士
農
場
サ
ー
ビ
ス
は
、
富
士
山
の
南

側
山
麓
に
立
地
し
て
い
る
。
古
く
か
ら
の

養
豚
地
帯
で
、
現
在
も
全
国
の
「
種
豚
地

帯
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

桑
原
康
氏
（
1
9
5
2
年
生
）
は
、
も

と
も
と
は
獣
医
師
で
、
日
本
の
養
豚
の
人

工
授
精
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
る
。「
お

い
し
い
豚
肉
」
の
供
給
を
目
指
し
、
世
界

中
か
ら
美
味
し
い
豚
（
種
雄
豚
）
を
集
め
、

現
在
、
原
種
の
主
要
豚
2
5
0
頭
を
保
有

し
て
い
る
。
こ
れ
を
元
に
品
種
改
良
を
進

め
、
人
工
授
精
用
の
精
液
を
全
国
に
供
給

し
て
い
る
。
肉
豚
用
だ
け
で
は
な
く
、
原

種
あ
る
い
は
原
原
種
生
産
用
の
精
液
も
供

給
し
て
い
る
。
富
士
農
場
の
A
I
セ
ン
タ

ー
と
し
て
の
競
争
力
は
〝
育
種
〞
が
背
景

だ
。
ま
た
、
最
近
、
画
期
的
な
超
ミ
ニ
豚

を
開
発
し
た
の
で
、
一
大
産
業
化
の
可
能

性
が
出
て
き
た
。

肉
類
の
消
費
が
減
っ
て
い
る
中
で
、
豚

肉
は
需
要
が
伸
び
て
い
る
。
し
か
し
、
市

場
開
放
に
伴
い
輸
入
が
増
え
、
豚
肉
の
国

日
本
で
一
番
高
品
質
の
豚
肉
を
生
産
す

る
種
豚
農
場
は
ど
こ
か
。
豚
肉
の
品
質
評

価
は
、
市
場
で
5
段
階
に
格
付
け
さ
れ
る
。

最
高
品
位
「
極
上
」
に
格
付
け
さ
れ
る
の

は
、
通
常
、
市
場
に
持
ち
込
ま
れ
る
量
の

コ
ン
マ
数
パ
ー
セ
ン
ト
と
希
少
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
極
上
枝
肉
の
す
べ
て
を

一
つ
の
Ａ
Ｉ
（
人
工
授
精
）
セ
ン
タ
ー
が

独
占
す
る
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
る
。

2
0
0
2
年
の
横
浜
市
中
央
卸
売
市
場

食
肉
市
場
に
お
け
る
年
間
格
付
成
績
を
み

る
と
（
日
本
食
肉
格
付
協
会
横
浜
事
業
所

調
べ
）、
極
上
率
は
0
・
1
8
％
で
あ
っ

た
（
極
上
格
付
3
1
4
頭
／
屠
畜
頭
数
17

万
4
7
5
5
頭
）。
こ
の
極
上
枝
肉
3
1

4
頭
中
、
3
0
5
頭
が
(農)
富
士
農
場
サ
ー

ビ
ス
（
桑
原
康
代
表
）
の
1
0
0
％
血
統
、

残
り
9
頭
に
も
同
社
の
血
統
が
50
％
以
上

含
ま
れ
て
い
た
。

驚
く
べ
き
事
実
が
判
明
し
た
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
日
本
で
一
番
美
味
し
い
豚

肉
は
富
士
農
場
サ
ー
ビ
ス
が
独
占
的
に
供

給
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
格
付
協
会
は
公

式
に
は
発
表
し
て
い
な
い
が
、
同
協
会
の

調
べ
に
よ
る
と
、
こ
の
傾
向
は
7
〜
8
年

前
（
2
0
0
0
年
前
後
）
か
ら
続
い
て
い

る
よ
う
だ
。
ま
た
、
鹿
児
島
県
の
バ
ー
ク

シ
ャ
ー
（
黒
豚
）
に
も
富
士
農
場
サ
ー
ビ

ス
の
精
液
供
給
が
貢
献
し
て
い
る
。

家
は
減
る
一
途
、
そ
う
い
う
中
で
、
地
域
の
農
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
動

き
が
ビ
ジ
ネ
ス
側
か
ら
出
て
き
た
。
借
地
に
よ
る
規
模
拡
大
も
容
易
に
な
っ

た
。
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
農
業
の
近
代
化
を
推
進
し
始
め
た
。
商
系
も
農

家
も
新
世
代
の
事
業
家
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
農
業
の
創
造
に
動
い
て
い
る
。

（
評
論
家
叶
芳
和
）

評論家
元国民経済研究協会理事長

叶 芳和
『農業・先進国型産業論』（82年）
の発表から26年。その後も『日本
よ農業国家たれ』（84年）、『農業ル
ネッサンス』（90年）などで未来の
日本農業を予言した叶芳和氏が、
改めて新時代の農業経営者を訪ね、
日本農業の可能性を考える。

叶
芳
和
が
訪
ね
る
「
新
世
代
の
挑
戦
」 

第
八
回 

育
種
で
競
争
力
を
培
っ
た

養
豚
Ａ
Ｉ
セ
ン
タ
ー

(農)
富
士
農
場
サ
ー
ビ
ス（
静
岡
県
富
士
宮
市
）
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め
、
現
在
、
主
要
な
5
大
品
種
の
原
種
2

5
0
頭
を
保
有
し
て
い
る
。
日
本
の
ヨ
ー

ク
シ
ャ
ー
の
6
〜
7
割
は
桑
原
氏
が
保
有

し
て
い
る
。
一
企
業
が
抱
え
て
い
る
2
5

0
頭
は
、
日
本
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
で
最

大
級
だ
。

た
だ
し
、
10
頭
輸
入
し
て
も
、
相
対
的

に
肉
質
の
悪
い
7
頭
は
淘
汰
し
た
。
1
頭

し
か
残
ら
な
い
と
き
も
あ
る
。い
い
子
、孫

は
1
割
し
か
い
な
い
か
ら
だ
。
後
代
検
定

を
し
て
、
妥
協
し
な
い
選
抜
圧
を
繰
り
返

し
た
。
結
果
的
に
、
現
在
、
富
士
農
場
サ

ー
ビ
ス
に
は
「
肉
質
の
悪
い
豚
は
い
な
い
」

と
い
う
理
解
が
世
間
で
広
ま
っ
て
い
る
。

桑
原
氏
は
、
日
本
の
消
費
者
の
嗜
好
に

応
え
る
た
め
、
品
質
徹
底
追
求
型
の
育
種

を
行
な
い
、
品
種
よ
り
も
、
系
統
、
個
体

能
力
を
重
視
し
選
抜
を
繰
り
返
し
た
。

系
統
選
抜
を
繰
り
返
す
た
め
、
桑
原
氏

は
自
社
の
血
統
の
豚
肉
を
、
市
場
は
も
ち

ろ
ん
、
屠
畜
場
か
ら
小
売
り
の
肉
屋
ま
で

追
跡
し
て
、
自
分
で
見
る
。
満
足
の
い
く

肉
質
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め

る
た
め
で
あ
る
。
地
域
の
肉
屋
と
密
接
な

関
係
を
築
い
て
お
り
、「
今
日
の
豚
は
良

か
っ
た
」
と
電
話
が
入
る
。
ど
の
農
場
の

ど
の
系
統
の
豚
か
を
調
べ
、
残
す
べ
き
品

種
か
ど
う
か
判
断
す
る
。
肉
屋
さ
ん
の
レ

ベ
ル
ま
で
降
り
て
肉
質
を
確
認
し
な
が
ら

育
種
に
取
り
組
む
人
は
、
ほ
か
に
は
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

桑
原
氏
の
育
種
は
ま
さ
に
職
人
芸
だ
。

今
で
は
、
ど
ん
な
肉
質
に
す
る
か
、
背
脂

肪
を
ど
の
く
ら
い
に
す
る
か
、
強
健
性
を

高
め
る
た
め
肢
蹄
・
骨
格
を
ど
う
す
る

か
、
等
々
、
ど
ん
な
豚
を
育
種
す
る
か
自

在
に
追
求
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
や

桑
原
氏
に
と
っ
て
、
種
豚
の
遺
伝
的
改
良

は
自
家
薬
籠
中
の
物
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
育
種
の
努
力
が
、
先
述
し
た

よ
う
に
、
横
浜
市
場
で
の
極
上
枝
肉
を
富

士
農
場
系
が
独
占
す
る
事
態
に
繋
が
っ
て

い
く
の
で
あ
る
。

富
士
農
場
系
の
豚
は
、
肉
質
が
良
い
、

強
健
性
が
あ
り
安
心
し
て
飼
え
る
、
が
っ

ち
り
し
た
体
型
で
飼
料
要
求
率
が
低
い

（
2
・
3
。
日
本
平
均
2
・
45
）
と
評
判
だ
。

雌
系
は
長
寿
・
多
産
で
8
産
し
て
も
「
ま

だ
淘
汰
し
た
く
な
い
」
と
い
わ
れ
る
（
日

本
の
平
均
5
・
63
産
）。
産
子
数
も
、
ラ
ン

ド
レ
ー
ス
の
場
合
、
日
本
平
均
は
1
回
当

た
り
12
頭
で
あ
る
が
、
富
士
農
場
は
15
〜

16
頭
で
あ
る
。
表
2
に
示
す
よ
う
に
、
繁

殖
率
、
飼
料
要
求
率
（
発
育
）
な
ど
、
富

士
農
場
は
種
豚
の
水
準
が
高
い
。
そ
し
て
、

今
も
技
術
進
歩
が
続
い
て
い
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
桑
原
氏
は
ブ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
て
い
る

が
、
そ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
い
。
も
う
一

つ
の
顔
は
A
I
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

人
工
授
精
は
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
効
果
も

た
が
、
技
術
が
低
く
受
胎
率
が
低
下
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
一
時
的
ブ
ー
ム
で
終
わ

り
、
70
年
代
以
降
20
年
間
、
人
工
授
精
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
そ
う
い
う
中
に

あ
っ
て
、
静
岡
県
富
士
地
区
は
挫
折
す
る

こ
と
な
く
人
工
授
精
が
広
ま
り
、
20
年
近

く
前
か
ら
普
及
率
99
％
で
あ
る
。
90
年
代

の
全
国
的
な
再
普
及
の
動
き
も
、
こ
の
富

士
地
区
が
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。

富
士
地
区
は
古
く
か
ら
の
養
豚
地
帯

で
、
小
規
模
な
が
ら
良
い
種
豚
を
作
る
農

家
が
多
く
存
在
し
て
い
た
。
桑
原
氏
は
養

豚
農
家
の
3
代
目
で
、
父
も
家
畜
人
工
授

精
師
の
資
格
を
持
ち
、「
雄
屋
」
と
し
て

活
動
し
て
い
た
。
1
9
7
5
年
大
学
卒
業

後
、
獣
医
師
と
な
り
、
家
業
を
継
ぎ
な
が

ら
家
畜
診
療
所
を
開
設
（
1
9
7
6
年
）、

家
畜
診
療
、
育
種
お
よ
び
人
工
授
精
を
一

体
化
し
た
仕
事
に
従
事
し
た
。
1
9
7
7

年
、
初
め
て
オ
ラ
ン
ダ
と
デ
ン
マ
ー
ク
に

種
豚
の
購
買
に
出
か
け
、
検
定
所
や
家
畜

人
工
授
精
所
が
国
や
地
域
の
育
種
事
業
の

中
枢
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
、
日
本
の
養
豚
業
の
発
展
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
の
模
索
が
始
ま
っ
た
。

1
9
8
1
年
、
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
が
日

本
に
上
陸
し
、
防
疫
上
、
生
き
た
種
豚
の

移
動
が
規
制
さ
れ
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で

精
液
導
入
が
見
直
さ
れ
た
。
当
時
、
種
豚

の
流
通
規
制
の
た
め
、
多
く
の
種
豚
農
場

は
種
豚
を
減
ら
し
た
が
、
桑
原
氏
は
む
し

ろ
増
や
す
方
針
で
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン

ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
良
い
雄
を
導
入
し

た
。繁

殖
能
力
の
高
い
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
、
脂

や
肉
質
に
優
れ
た
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
、
発
育

や
繁
殖
率
は
悪
い
が
美
味
で
肉
質
評
価
の

高
い
バ
ー
ク
シ
ャ
ー
、
脂
肪
交
雑
（
サ
シ
）

率
の
高
い
デ
ュ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
世
界
中
か

ら
集
め
、
こ
れ
を
元
に
種
豚
の
改
良
を
進
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大
き
い
。
改
良
さ
れ
た
雄
が
使
え
る
た
め
、

発
育
向
上
や
枝
肉
の
上
物
率
、
均
一
化
で
、

一
腹
当
た
り
2
万
円
以
上
の
利
益
が
上
乗

せ
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
雄
豚
が
10
分
の
1

で
済
み
、
飼
料
代
削
減
、
作
業
の
簡
略

化
･
短
時
間
化
で
労
働
コ
ス
ト
の
引
下
げ

可
能
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
母
豚
1

0
0
頭
規
模
の
経
営
で
、
年
間
1
0
0
0

万
円
も
得
す
る
（
桑
原
氏
試
算
）。

た
だ
し
、
富
士
農
場
サ
ー
ビ
ス
の
A
I

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
成
功
は
、
種
豚
改
良

能
力
だ
け
が
要
因
で
は
な
い
。
希
釈
剤
の

開
発
や
宅
配
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
A
I
セ

ン
タ
ー
の
経
営
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

か
つ
て
、
豚
の
精
液
は
2
〜
3
日
し
か

保
存
で
き
な
い
と
い
わ
れ
た
。
こ
れ
で
は

優
秀
な
種
雄
豚
が
い
て
も
流
通
に
限
界
が

あ
る
。
桑
原
氏
は
広
域
温
度
帯
に
対
応
で

き
る
新
し
い
希
釈
剤
「
マ
ル
ベ
リ
ー
」
を

開
発
し
、
こ
の
限
界
を
突
破
し
た
。
従
来

の
希
釈
剤
は
15
〜
18
℃
の
範
囲
で
保
管
す

る
必
要
が
あ
っ
た
が
（
こ
の
範
囲
以
外
で

は
精
子
が
ダ
メ
に
な
る
）、
桑
原
氏
は
5

〜
20
℃
の
広
い
範
囲
で
対
応
可
能
な
希
釈

剤
を
開
発
し
た
。
こ
れ
な
ら
家
庭
用
冷
蔵

庫
で
も
保
存
で
き
、
ま
た
輸
送
中
の
温
度

も
吸
収
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
7
〜
14

日
も
保
存
可
能
で
あ
る
。

こ
の
希
釈
剤
は
世
界
中
で
高
く
評
価
さ

れ
、
1
9
9
9
年
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
畜
産

器
材
展
で
V
I
V
賞
を
受
賞
し
た
（
マ
ル

ベ
リ
ー
Ⅲ
）。
現
在
、
マ
ル
ベ
リ
ー
Ⅲ
は

桑
原
氏
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
、
ベ
ル

ギ
ー
の
V
M
D
社
で
生
産
さ
れ
、
海
外
20

カ
国
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
一
時
は
米
国

の
希
釈
剤
市
場
で
50
％
の
シ
ェ
ア
を
獲
得

し
た
。
日
本
国
内
で
は
50
万
本
の
希
釈
剤

に
マ
ル
ベ
リ
ー
が
使
わ
れ
て
い
る
（
自
社

用
は
約
5
万
本
）。
全
国
の
A
I
セ
ン
タ

ー
が
桑
原
氏
の
開
発
を
利
用
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

宅
配
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
の
も
桑
原

氏
が
最
初
で
あ
っ
た
。
豚
精
液
は
温
度
変

化
が
大
敵
で
あ
る
た
め
、
北
海
道
や
九
州

な
ど
の
遠
方
に
宅
配
で
流
通
さ
せ
る
こ
と

は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
箱
の
二
重
包
装
と
蓄
冷
材
に
よ

り
、
年
間
を
通
じ
て
温
度
変
化
が
な
く
、

し
か
も
安
価
で
衛
生
的
な
輸
送
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
た
。

現
在
、
富
士
農
場
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
規

模
は
、
種
豚
販
売
6
0
0
頭
（
雌
を
含
む
）、

人
工
授
精
用
精
液
5
万
1
0
0
0
本
（
う

ち
1
万
本
は
原
種
生
産
用
、
4
万
1
0
0

0
本
は
肉
豚
用
）
で
あ
る
。
供
給
先
は
約

5
0
0
農
場
（
登
録
は
1
8
0
0
余
）
で

あ
る
。
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
生
産
農
場
へ
の
精

液
供
給
だ
け
で
は
な
く
、
自
家
A
I
型
の

大
規
模
農
場
や
他
の
A
I
セ
ン
タ
ー
に
原

種
生
産
用
の
精
液
も
供
給
し
て
い
る
の

だ
。
海
外
か
ら
生
き
た
原
種
豚
を
輸
入
す

る
の
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

桑
原
氏
が
原
種
の
供
給
源
に
な
っ
て
い
る

の
だ
。
精
液
の
出
荷
は
毎
年
1
〜
2
割
増

加
し
て
い
る
。
人
工
授
精
関
連
器
材
を
含

め
て
売
上
高
は
約
5
億
円
で
あ
る
。
今
年

か
ら
海
外
へ
の
輸
出
（
人
工
授
精
用
精
液

お
よ
び
種
豚
）
も
始
ま
っ
た
。

富
士
農
場
の
人
工
授
精
の
シ
ェ
ア
は
、

全
国
の
母
豚
（
P
S
）
85
万
頭
に
対
し
、

肉
豚
用
精
液
分
で
1
・
1
％
。
原
種
生
産

用
精
液
分
で
5
・
1
％
以
上
あ
る
。
富
士

農
場
の
人
工
授
精
用
精
液
が
全
国
の
養
豚

に
占
め
る
割
合
は
6
・
2
％
以
上
を
占
め

る
。
こ
の
ほ
か
生
き
た
種
豚
5
0
0
頭
の

精
液
が
繁
殖
母
豚
（
P
S
）
4
〜
5
万
頭

に
使
わ
れ
る
（
約
5
％
）。
総
計
で
は
日

本
の
養
豚
の
11
％
以
上
を
占
め
る
こ
と
に

な
る
（
各
シ
ェ
ア
は
筆
者
推
計
）。
人
工

授
精
用
精
液
の
シ
ェ
ア
以
上
に
支
配
力
は

大
き
い
。

農
産
物
の
世
界
で
、
全
国
シ
ェ
ア
1
％

と
い
う
の
は
凄
い
数
値
で
あ
る
。
そ
れ
を

富
士
農
場
サ
ー
ビ
ス
は
11
％
も
占
め
て
い

る
。
例
え
ば
、
家
畜
の
飼
料
業
界
で
言
え

ば
、
特
別
な
地
位
に
あ
る
全
農
の
シ
ェ
ア

が
3
割
、
全
農
に
次
ぐ
民
間
の
ト
ッ
プ
・

日
清
丸
紅
飼
料
㈱
で
さ
え
シ
ェ
ア
は
10
％

で
あ
る
。
こ
う
し
た
数
字
を
見
て
も
、
富

士
農
場
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ェ
ア
の
高
さ
は
す

ご
い
。
桑
原
さ
ん
は
日
本
養
豚
業
の
育
種

改
良
の
頂
点
に
君
臨
し
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

日
本
の
人
工
授
精
の
普
及
率
は
37
％
程

度
で
、
欧
米
に
比
べ
低
い
。
母
豚
1
0
0
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0
頭
以
上
の
大
規
模
農
場
で
は
95
％
も
普

及
し
て
い
る
が
、
規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ

ど
普
及
率
が
低
く
、
50
〜
90
頭
規
模
で
は

25
％
と
低
い
（
規
模
別
は
日
本
養
豚
協
会

調
べ
）。
背
景
に
は
、
輸
入
障
壁
の
も
と

競
争
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
養
豚
農
家
が

高
い
利
益
を
確
保
で
き
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
、
今
後
、
市
場
開
放
が
進
み
、

養
豚
農
家
が
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
肉
質
の
向

上
を
追
求
す
る
の
は
必
至
で
あ
り
、
そ
れ

に
伴
い
人
工
授
精
の
普
及
率
は
高
ま
る
で

あ
ろ
う
。

養
豚
農
家
が
美
味
し
い
肉
の
生
産
を
追

求
す
る
と
き
、
富
士
農
場
の
A
I
精
液
を

求
め
て
く
る
。
そ
れ
が
日
本
の
養
豚
業
の

競
争
力
強
化
に
も
つ
な
が
る
。
富
士
農
場

の
精
液
供
給
ビ
ジ
ネ
ス
は
ま
だ
ま
だ
高
成

長
が
予
想
さ
れ
る
。

た
だ
、
長
期
的
に
は
、
大
規
模
農
場
は

桑
原
氏
の
所
か
ら
原
種
生
産
用
の
精
液
や

生
き
た
原
種
豚
を
購
入
し
て
、
自
分
の
農

場
で
増
殖
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
2
）。

肉
豚
用
精
液
の
供
給
で
伸
び
る
か
、
原
種

生
産
用
精
液
あ
る
い
は
生
き
た
原
種
豚
の

供
給
で
伸
び
る
か
、
戦
略
が
問
わ
れ
よ
う
。

桑
原
氏
は
、
最
近
、
新
た
な
画
期
的
な

開
発
に
成
功
し
た
。
富
士
農
場
は
従
来
か

ら
、
ミ
ニ
豚
を
ペ
ッ
ト
用
に
販
売
し
て
き

た
。
こ
の
16
年
間
で
累
計
2
0
0
頭
販
売

し
た
（
1
頭
10
〜
20
万
円
）。
売
れ
行
き

良
好
と
は
い
え
ず
、
同
業
の
2
社
は
7
〜

8
年
前
に
止
め
た
。
ミ
ニ
豚
と
は
い
え
、

成
長
す
る
と
体
重
が
50
〜
60
キ
ロ
に
増
え

る
の
で
、
ペ
ッ
ト
に
は
向
か
な
い
所
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
桑
原
氏
は
、
そ
の
育
種
改
良

能
力
を
発
揮
し
、
従
来
の
数
分
の
1
の
超

ミ
ニ
豚
を
開
発
し
た
。
い
ま
特
許
取
得
中

で
あ
る
。
こ
の
超
ミ
ニ
豚
は
子
供
用
お
も

ち
ゃ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
程
度
の
大
き
さ
で
あ

り
、
ペ
ッ
ト
用
と
し
て
売
れ
そ
う
だ
。
さ

ら
に
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
の
新
薬
開
発
の

実
験
用
と
し
て
の
販
路
が
期
待
さ
れ
る
。

現
在
、
実
験
用
と
し
て
、
モ
ル
モ
ッ
ト
や

マ
ウ
ス
、
ビ
ー
グ
ル
犬
な
ど
が
使
用
さ
れ

て
い
る
が
、
動
物
虐
待
批
判
か
ら
ビ
ー
グ

ル
犬
の
使
用
に
制
約
が
出
始
め
て
い
る
の

で
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
超
ミ
ニ
豚
が
使
用

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
50
kg
の
ミ
ニ
豚

に
新
薬
投
用
す
る
の
は
コ
ス
ト
が
高
く
利

用
で
き
な
か
っ
た
が
、
10
kg
程
度
の
超
ミ

ニ
豚
な
ら
実
験
用
に
利
用
可
能
だ
。
数
十

万
頭
の
需
要
が
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
ミ
ニ
豚
開
発
に
は
農
水
省
生
研

セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
得
た
。

富
士
農
場
サ
ー
ビ
ス
は
、
精
液
供
給
事

業
の
ほ
か
に
、
超
ミ
ニ
豚
の
一
大
産
業
化

の
可
能
性
が
出
て
き
た
。
桑
原
氏
は
、
こ

の
新
規
事
業
へ
の
投
資
家
の
出
現
を
期
待

し
て
い
る
。

富
士
農
場
に
は
、
ア
ジ
ア
最
大
の
凍
結

精
液
保
管
器
で
、
世
界
遺
産
的
価
値
の
原

種
豚
の
遺
伝
子
が
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い

る
。
事
務
所
の
片
隅
に
金
属
製
の
大
き
な

壷
が
あ
る
が
、
そ
れ
こ
そ
金
額
に
は
換
算

で
き
な
い
夢
の
壷
で
あ
る
。
こ
の
タ
ン
ク

の
中
に
は
液
体
窒
素
が
詰
め
ら
れ
、
マ
イ

ナ
ス
1
9
6
℃
で
優
秀
な
雄
豚
の
精
液
が

凍
結
保
存
さ
れ
て
い
る
。

雄
豚
の
寿
命
は
4
〜
7
年
で
あ
る
。
世

界
一
の
肉
質
を
も
つ
優
れ
た
雄
で
あ
っ
て

も
、
死
ね
ば
そ
の
遺
伝
子
は
消
え
る
。
し

か
し
、
凍
結
精
液
で
保
存
す
れ
ば
、
50
年

後
で
も
、
1
0
0
年
後
で
も
、
最
良
の
交

配
改
良
機
会
を
待
つ
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
は
魔
法
の
壷
だ
。

現
在
、
こ
の
凍
結
保
管
器
に
は
、
8
0

0
0
本
の
精
液
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
。
日

本
の
養
豚
産
業
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
き

た
能
力
の
高
い
原
種
の
精
液
ば
か
り
だ
。

ア
メ
リ
カ
で
1
、
2
番
の
雄
の
精
子
も
こ

の
中
で
眠
っ
て
い
る
。
世
界
遺
産
的
ジ
ー

ン
バ
ン
ク
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
再
び
活
躍

す
る
日
こ
そ
、
桑
原
氏
が
世
界
の
養
豚
の

育
種
改
良
の
ト
ッ
プ
に
並
ぶ
日
で
あ
る
。

売
上
5
億
円
の
種
豚
農
場
と
し
て
は
、

原
種
2
5
0
頭
は
大
変
な
先
行
投
資
で
あ

る
。
人
工
授
精
用
精
液
は
い
ま
の
3
倍
は

供
給
可
能
だ
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
ジ

ー
ン
バ
ン
ク
を
保
有
し
て
い
る
の
だ
。
桑

原
氏
は
、「
遺
伝
子
を
残
し
た
い
。
夢
み

た
い
な
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
」
と
語

る
。

「
能
力
の
高
い
原
種
の

遺
伝
子
を
残
し
た
い
」（桑
原
代
表
）


